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男 25,083 人

女 26,865人 

市 の 人 口 

51, 948 人 

広にhかわら 

記 lI 拠 

虫お く り 
悪疫退散、五殻豊暁を願ってまつりも最高潮に (8月 5日、柏原町通りで） 
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八
月
五
日
（
 

ー
 
木
）
晴
の
ち
小

雨
。
 

午
前
八
時
半
、
 

ー

コ

J
 
市
役
所
お
祭
り
 

広
場
で
虫
お
く
 

り
大
会
の
豊
年

祈
願
祭
が
行
な
わ
れ
る
。
虫
お

く
り
大
会
は
夏
ま
つ
り
の
本
番
 
 

で
あ
り
、
各
組
の
代
表
者
は
も

う
す
っ
か
り
顔
馴
染
み
と
な
っ

て
に
こ
や
か
な
対
面
と
な
る
。
 

思
い
ば
昭
和
三
十
九
年
八
月

四
日
、
当
時
の
津
軽
華
子
さ
ま
 

（
現
常
陸宮
妃
殿
下
）
が
ご
婚

約
の
報
告
で
墓
参
の
帰
途
第
一

回
の
虫
お
く
り
大
会
を
ご
覧

い

た
だ
く
機
会
を
得
た
。
特
別
に
 
 

企
画
さ
れ
た
歓
迎
の
た
め
の
行

事
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ

れ
は
全
く
偶
然
の
出
会

い
で
あ

っ
た
。
あ
れ
か
ら
数
え
て
今
年

は
第
十
三
回
目
を
迎
え
る
わ
け

だ
が
、
幸
先
よ
か
っ
た
虫
お
く

り
大
会
の
誕
生
を
皆
さ
ん
と
と

も
に
喜
び
あ
っ
た
も
の
だ
っ
だ
。
 

昨
日
の
タ
方
は
青
年
会
議
所

市
青
協
の
方
々
に
よ
る
虫
お
く

り
火
祭
り
が
行
な
わ
れ
た
が
、
 

こ
れ
は
昨
年

い
っ
ぱ
い
稲
作
の

実
り
を
お
守
り
し
て
く
れ
た
虫
 
 

を
ご
神
火
に
よ
っ
て
浄
め
、
神

楽
や
獅
子
舞
の
乱
舞
の
な
か
で

昇
天
を
ね
が
う
と
い
う
行
事
で

昭
和
四
十
八
年
か
ら
採
り
入
れ

ら
れ
た
。
 

九
時
四
＋
分
、
念
願
か
な
っ

た
五
所
川
原
駅
新
築
落
成
式
に

出
席
す
る
。
面
積
八
二
六
平
方

メ
ー
ト
ル
、
工
費
二
億
二
千
万

円
を
要
し
、
西
北
の
中
心
都
市

に
ふ
さ
わ
し
く
面
目
を

一
新
し

た
駅
舎
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま

こ
と
に
感
無
量
で
あ
っ
た
。
何
 
 

し
ろ
初
代
外
崎
市
長
が
昭
和
三

十
二
年
「
平
和
産
業
大
博
覧
会
」
 

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ

に
間
に
合
せ
る
べ
く
陳
情
し
て

以
来
、
数
十
回
に
わ
た
る
陳
情

と
二
十
年
の
歳
月
の
末
に
よ
う

や
く
新
築
の
悲
願
が
か
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
太
田
秋
鉄
管
理

局
長
、
兼
平
青
森
出
張
所
長
ら

に
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
感
謝

申
し
あ
げ
る
。
 

終
っ
て
午
後
二
時
、
教
育
長

都
市
計
画
課
長
ら
と
高
橋
昭
夫

社
長
に
図
書
館
建
設
現
場
を
ご
 

覧
い
た
だ
く
。
 

珍
木
と
さ
れ
て
い
 

る
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
、
 

亭
々
と
そ
び
え
る
ポ

プ
ラ
、
ハ
ン
テ
ン
ボ

ク
や
サ
ク
ラ
、
 マ
ツ

に
囲
ま
れ
た
五
農
の

歴
史
を
と
ど
め
る
跡

地
だ
け
に
、
そ
の
環

境
の
良
さ
を
高
橋
社

長
も
絶
讃
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
寄
贈
者
の

お
気
に
召
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
は
、
私
ど

も
市
側
に
と
っ
て
も

こ
の
う
え
も
な

い
喜

び
で
あ
る
。
そ
の
あ

と
、
審
査
に
張
切
る

虫
お
く
り
を
見
物
し

て
い
た
だ
き
、
広
域

新
農
業
セ
ン
タ
ー
、
 

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
、
赤
い
り
ん
ご

の
並
木
道
な
ど
に
ご

案
内
申
し
あ
げ
る
。
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審
判
に
つ
い
て
 

ど
の
よ
う
な
試
合
で
も
、
試

合
者
が
ル
ー
ル
違
反
し
、
そ
れ

を
認
め
る
か
、
認
め
な
い
か
で

紛
糾
し
た
場
合
、当
時
者
同
士
が

協
議
し
た
と
し
て
も
い
ず
れ
か

が
譲
歩
し
な
け
れ
ば
解
決
し
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
審
判
制
度

は
試
合
者
の
権
利
を
守
り
、
ル
 

ー
ル
を
侵
害
す
れ
ば
罰
し
、
犯

そ
う
と
す
れ
ば
あ
ら
か
じ
め
防

ぎ
、
正
義
と
公
正
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
。
も
し
ル
ー
ル
違
反
が
 

麟
融）
鷲
欝
 

あ
れ
ば
そ
の
事
実
と
質
を
公
正

迅
速
に
判
定
し
罰
を
課
す
役
割

を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
柔
道

も
各
流
派
が
あ
り
、明
治
三
十
一
一

年
に
は
「
武
徳
会
柔
術
試
合
審

判
規
定
」
 
と
い
う
も
の
があ
り

さ
ら
に
三
十
三
年
に
は
「
講
道

館
柔
道
乱
捕
試
合
審
判
規
定
」
 

と
い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
幾
多

の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
講
道
館
、
警
察
、
国
際

柔
道
の
審
判
規
定
が
あ
る
。
 

勝
 
負
 

「
一
本
」
 
「技
あ
り
」
 
（
同
 

一
人
が
技
あ
り
二
本
と
っ
た
時

併
せ
て

一
本
）
 
「有
効
」
 
（技

あ
り
に
近
い
技
）
 
「抑
え
込
み
 

」
の
場
合
は
三
十
秒
で

一
本
と

な
る
。
試
合
者
が
禁
止
事
項
を

犯
そ
う
と
し
、
ま
た
犯
し
た
時

は
、
そ
の
程
度
に
応
じ
「
指
導
 

」
 
「注
意
」
 
「警
告
」
 
「反
則

負
け
」
等
が
あ
る
。
 

試
合
の
時
間
は
、
全
国
高
校

大
会
で
は
五
分
と
さ
れ
て
い
る

が
決
勝
戦
で
は
若
干
長
く
な
る

と
思
わ
れ
る
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
危
険
な

状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で

審
判
は
反
則
に

つ
い
て
は
十
分

研
究
し
、
厳
正
な
態
度
で
の
ぞ

み
た
い
も
の
で
あ
る
。
 

No. 25 

完成なった新駅舎の正面 

「緑の窓口」のスペースも 
昨
年
十
二
月
な
か
ば
か
ら
総

工
費
二
億
二
千
万
円
で
着
手
し

て
い
た
国
鉄
五
所
川
原
駅

（
高

橋
文
男
駅
長
）
の
駅
舎
新
築
工

事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
さ
る
七

月
二
十
八
日
か
ら
新
装
な
っ
た

駅
舎
で
営
業
を
始
め
ま
し
た
。
 

新
し
い
駅
舎
は
、
建
て
面
績

八
百
二
＋
二
平
方
H
川
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
で

旧
駅
舎
よ
り
駅
前
広
場
に
十
一
一
 

H
ほ
ど
突
き
出
て
い
ま
す
。
 

新
駅
舎
は
、
五
能
線
で
は
初

め
て
コ
ン
コ
ー
ス
（
玄
関
か
ら
 
 

改
札
ま
で
の
通
路
）
と
待
会
室

を
仕
切
っ
た
ほ
か
、
水
洗
式
ト

イ
レ
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
開
設
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
「
緑
の
窓
口
」
 
のス
ペ
 

ー
ス
を
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
 

新
駅
舎
の
俊
工
式
は
、
さ
る

八
月
五
日
午
前
、
新
し
い
ホ
ー
 

ム
で
関
係
者
多
数
が
参
列
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
当
駅
の

一
日
の
平
均

乗
降
客
は
七
千
五
百
人
で
す
。
 

注
意
し
た
い
の
は
 

緊
急
で
も
な
け
れ
ば
、
と
く

に
必
要
で
も
な
い
の
に
「
遠
く

の
病
院
に
運
ん
で
ほ
し

い
」
。
 

こ
ん
な
こ
と
は
、
お
互
い
慎
し

み
た
い
も
の
で
す
。
 こ
ん
な
と

き
、
本
当
に
救
急
車
の
必
要
な

事
故
が
起
っ
た
ら
大
変
で
す
。
 

反
対
に
、
傷
や
病
気
が
重
く
、
 

普
通
の
車
で
運
ん
で
は
悪
い
影

響
を
与
え
る
の
に
遠
慮
し
た
り
、
 

二
分
ー
五
分
の
救
急
車
の
到
着

を
待
ち
切
れ
ず
使
わ
な
い
人
が

あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
た
め

に
よ
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
 

必
要
な
と
き
は
救
急
車
を
使
っ
 
 

て
下
さ
い
。
 

ど
ん
な
時
た
の
む
の
か
 

救
急
車
が
出
動
す
る
の
は
、
 

原
則
と
し

て
突
然
ケ
ガ
を
し
た

り
、
病
気
で
倒
れ
、
急
い
で
病

院
へ
行
か
な
い
と
危
険
な
場
合

で
す
。
 

交
通
事
故
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
職
場
で
の
事
故
、
あ
る
い

は
駅
や
公
園
な
ど
で
急
に
倒
れ

た
と
か
、
家
の
中
で
も
緊
急
を

要
し
、
し
か
も
安
静
状
態
で
病

院

へ
行
く
必
要
の
あ
る
と
き
で
 

す
。
 

救
急
車
の
呼
び
方
 

「
一
一
九
番
 

」
 
に
ダイ
ヤ
ル

し
ま
す
と
、
出

動
指
令
に
よ
り

現
場
へ
急
行
、
 

最
も
近
い
救
急

指
定
病
院
へ
運
 

び
ま
す
。
 

場
所
は
 
「は
っ
き
り
」
 
「わ

か
り
や
す
く
」
教
え
、
大
き
な

目
標
が
あ
れ
ば
同
時
に
知
ら
せ
 
 

る
こ
と
。
ど
ん
な
事
故
で
も
、
 

ケ
ガ
人
の
状
況
を
正
し
く
知
ら

せ
る
よ
う
に
。
車
に
は
さ
ま
れ

た
り
、
崖
か
ら
落
ち
て
助
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
救
助

隊
が
出
動
し
、
救
出
し
た
あ
と

救
急
車
で
病
院
に
運
び
ま
す
。
 

忙
し
い
救
急
車
 

昨
年
一
年
間
に
、
救
急
車

が
出
動
し
た
の
は
六
百
七
十

八
件
。
六
百
五
十
九
人
を
運

ん
で
い
る
。
急
病
、
交
通
事

故
が
全
体
の
七
〇
％
。
最
低

が

一
月
の
三
十
八
件
、
最
高

が
八
月
の
八
十
三
件
。
 

市
の
表
玄
関
、
装
い
を
新
た
に
 

国
鉄
五
所
川
原
駅
舎
が
完
成
 

1

救
急
車
の
乱
用
は
困
り
ま
す
 

一
 

市
消
防

署
か
ら
お

願
い

ー
 

「
わ
 



、 

つ
 

月
無

料
、
老
人
健
康
診
査
を
実
施
ー

ノ

／ー
 
健
康
で

豊
か
な
老
後
 
ノ
 

対
象
の

皆
さ
ん
は
、
 

そ
れ
ぞ

れ

つ
ご
う
の
よ

い
場
所
で

診
査
を
受
け

て
下
さ
い
。
 

△
診
査
を
受
け
る
と
き
 

市
発
行
の
「

受
診
券
」
を

窓
 

口
に
お
出
し

下
さ
い
。
 

な
お
、

申
込
者
以
外
で

受
診
 

さ
れ
る
方
は
、

市
福
祉
事

務
所

で
受
診
券
を
発

行
し

て
お
り
ま

す
の
で
お

い
で
下
さ
い
。
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熟退職金共済制変のしおり 

この制度は、国の援助によって中小企業でも有利な

退職金を確実に払えるようにするために、中小企業退

職金共済法（昭和 34年法律第160号）にもとづいて設

けられたものです。 

利用できるのは中小企業だけ 

常用の従業員数が 1 人から300人（卸売業は100人、 

小売業・サービス業等は50人）までの企業であれば利

用できます。兼務役員も従業員といっしょに加入でき

ます。 

掛金は全額免税 

1．掛金は損金または必要経費として全額免税となりま

すので、所得税、地方税が安くなります。 

2．掛金は、全額事業主負担で毎月、事業団の各代理店 

（金融機関）に払い込んでいただきます。 

3．掛金は、800円から10,000円までの下記の金額のう

ちから従業員個人ごとに決めます。 

‘掛金は加入後いつでも増額できます。 

福祉施設の設置資金を融資します 

加入企業には、従業員の福利厚生施設（社宅・更衣

室・休養室など）をつくるための資金を融資します。 

加入期間や掛金の納付額は間いません。 

なお、このほか、事業団の資金は、地方自治体の勤

労青少年ホームなどの福祉施設の建設資金に融通され

るなど中小企業の発展とその従業員の福祉のために還

元されるように運用されています。 

昭和51年度五所川原市では働く青少年のために勤労

青少年ホームを建設しますがこの資金が運用されますc 
加入の申込先は 

お近くの銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、商

工中金です。 

この制度のくわしいことは 

都道府県労政課、市商工観光課、商工会議所・商工 

会・中小企業団体中央会等の事業主団体、金融機関ま 

たは当事業団へお問い合せください。 

田 町 対馬内科医院 錦 	町 中村内科医院 

元 町 カク小児科内科医院 雛田町 兼平内科医院 

新 町 増 田 病 院 敷島町 川 崎 胃 腸 科 

弥生町 荘司内科医院 中平井町 佐 々 木 医 院 

弥生町 佐藤内科医院 中平井町 白生会胃腸病院 

本 町 森 田 医 院 鶴ケ 岡 三 好 診 療 所 

旭 町 復明 堂 医 院 神 	山 長 橋 診 療 所 

旭 町 江 渡 医 院 羽野木沢 阿 部 医 院 

松島町 木村内科医院 高 	野 山 口 医 院 

柏原町 森 内 科 医 院 飯 	詰 松 野 医 院 

実 施 期 日 実施場所 対 象 地 域 

8 月24日 
午後1: 00-3: 00 中川公民館 

桜田、田川、中泊、 
川山、種井、沖飯詰 

8 月24日 
午後1: 00-3: 00 中泉 中泉 

月一
 
っ

］
り
一
 

6
・
・

午
 
後
 

8
0
0
 

日

0
0
 

 

戸沢 戸沢、平町 

8月26日 
午後2: 0O-3】 00 石田坂集会所 石田坂 

8 月26日 
午後1: 30-3: 00 松野木 ク 松野木、福岡、若山 

8月27日 
午後1:00 -3【 00 毘沙門 ク 毘沙門 

8 月27日 
午後1:00-3: 00 森 の 家 

新宮町、新宮団地、 
中川農協 

8 月30日 
午後1: 00-3【 00 広田公民館 広由、七ッ館、浅井 

8 月30日 
午後1:00- 3:00 梅沢 梅田 

月
一
 

1
2
 

日

3
0
 

 
物
  

稲実 稲実 

9月 1日 
1妾2】 30-3: 30 湊集 会所 

湊、姥やち、千鳥町
猫測、三ッ谷 

9月 1日 
午後1:30-3】 30 金山昭和館 

田中、宮田、悪戸、 
川代田、野崎、金山 

9月10日 
午後1: 0O-3】 00 長富公民館 長富 

9 月16日 
午後1: oo~3: 00 福祉 会館 

下平井町、尻無、桃
崎、太刀打、一の坪 

市
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
尿
検
査
、
 

血
圧
測
定
検
査
の
ほ
か
健
康
管
理
法
の
知
識
を
助
言
す
る

た
め
、
無
料
健
康
診
査
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。
 

老
後
を
健
康
で
豊
か
に
、
明
る
と
お
く
る
た
め
ぜ
ひ
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
よ
う
。
 

△
実
施
期
間
 

八
月
二
十
四
日
ー
九
月
十
六
日
ま
で
。
時
間
は
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
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年
金
の
種
類
 

改
 
正
 
前
 
改
正
後
（5
1・1
0か
ら
）
 

老
齢
福
祉
年
金
 

障
害
福
祉
年
金

一
一一
 
脚
 

響

幸
福
祉
年
金
（
子
一
人）
 月

一
二
、
〇
〇
〇
円
 

月
 
八
、
〇
〇
O
円

ク
ー
二
、
 
〇
〇
〇
円
 

月
一
五
、
六
〇
〇
円
 月

一
三
、
五
〇
〇
円
 

月
二
〇
、
三
〇
〇
円

ク
ー
三
、五
O
〇
円
 

月
一
七
、
六
〇
〇
円
 

寡
婦
年
金
｝
 
仁
十
五
昨
 

遺
児
年
金
 
（
子
一
人
）
 
 

母
 
子

一
 
年
 

金
 

準
母
子
 
」
 
（
子
一
人
）
 

 

障
害
年
金
 
一
一一
 
碑
 

老
齢
年
金
十
年
々
金
 

五
年
々
金
 

二
十
五
年
加
入
 

年
金
の
種
類
 

ク月 月
二
八
、
三
〇
〇
円
 

月
二
八
、
三
〇
〇
円
 

ク月 ク ク月 

改
 
正
 
前
 

五四

ハー一 
六五 

八五 三七八 

〇六三
〇八〇 〇七 

00 〇五 〇八〇 
円円 円円 円円円 

ク月 月
三
三
、
0
0
0
円
 

月
三
三
、
〇
〇
〇
円
 

ク
三
三
、
〇
〇
〇
円
 

月
四
一
、
二
五
〇
円
 

ク
一
五
、8
0円
 

・

二
〇
、
五
〇
〇
円
 

月
三
二
、
五
〇
〇
円
 

改
正
後
（5
1・9
か
ら
）
 
 

ノ、ノ、 

五二
〇五 
00 
円円 

ニ
、
福
祉
年
金
 

川
や
海
を
き
れ

い
に
 

居合道と健康 

建
設
省
で
は
、

い
ま
河
川
や

海
岸
の
愛
護
運
動
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

河
川
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
発
電
、
 

上
水
道
、
農
業
用
水
な
ど
の
源

と
し
て
、
海
は
毎
日
の
食
膳
を

賑
わ
す
海
の
幸
の
宝
庫
と
し

て

は
か
り
し
れ
な
い
恩
恵
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
 

最
近
、
私
た
ち
郷
土
の
川
や

海
は
ゴ

ミ
や
廃
棄
物
あ
る
い
は
 
 

下
水
な
ど
の
た
め
に
非
常
に
汚

れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
度
汚
れ

た
川
や
海
を
も
う

一
度
き
れ

い

に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
大
変

で
す
。
 

皆
さ
ん
川
や
海
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
て
、
そ
し
て
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
努
カ
で
美
し

い
郷

土
の
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

紙
く
ず
ひ
と
つ
、
空
き
か
ん

一
本
捨
う
の
も
川
や
海
を
愛
す

る
心
で
す
。
 

む
か
し
か
ら
、
息
の

長
い
人
ほ
ど
長
命
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
 

居
合
道
の
実
技
に
腹

式
呼
吸
法
な
ど
を
用
い

て

一
息
一
刀
、
心
気

一

体
の
修
業
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

毎
週
火
、
木
、
土
曜

日
の
午
後
七
時
か
ら
三

道
会
館
で
「
居
合
道
教

室
」
を
開
い

て
お
り
ま

す
。
 

居
合
刀
は
、
貸
与
し

ま
す
の
で
初
心
者
の
方
 
 

で
も
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
 

、
。
 

、
）
 

対
象
は
、
男
子
三
十
歳
か
ら

五
十
五
歳
ま
で
、
女
子
は
、
十

八
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

年
金
額
が

高
く

J
  

ー
 

な
り
ま
す
 

ー
 

国
民
年
金
制
度
は
、
年
々
改

善
が
加
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
 

今
年
も
年
金
額
の
引
上
げ
を
中

心
と
し
た
法
律
改
正
が
、
さ
き

一
、
拠
出
年
金
 

電
話

の
移
転
工

J
 

事
は
予
約

制
 

L
 

最
近
、
家
庭
の
新
築
、
増
改

築
が
急
に
ふ
え
、
そ
れ
に

つ
れ

て
電
話
の
移
転
な
ど
の
工
事
が
 

多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
 
「
い
ま
大
工

さ
ん
が
き
て
い
る

か
ら
、
す
ぐ
電
話

を
移
転
し

て
ほ
し

い
」
 
こう
し
た
急

な
ご
注
文
を
い
た

だ
く
こ
と
が
少
く
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

の
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
 

拠
出
年
金
に

つ
い
て
は
、
今

年
の
九
月
分
か
ら
、
福
祉
年
金

に
つ
い
て
は
、
今
年
の
十
月
分

か
ら
、
次
の
と
お
り
年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

局
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
注

文
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
工
事
日

を
予
約
し
た
う
え
、
そ
の
日
程

に
し
た
が
っ
て
工
事
を
す
す
め

て
お
り
ま
す
の
で
突
然
の
工
事

に
は
応
じ
か
ね
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ご
注
文
は
十
日
ぐ
ら
い

前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
新
築

増
築
に
は
、
あ
と
で
せ
っ
か
く

の
建
物
に
穴
を
あ
け
た
り
、
部

屋
の
中
を
露
出
配
線
し
た
り
し

な
い
よ
う
電
話
用
の
配
管
も
お

忘
れ
な
く
／
五
所

川
原
電
報
電

話
局
 
（電
話
四
ー
二
〇
〇
〇
）
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市
内
あ
ち
こ
ち
の
原
野
・

空
地
な
ど
に
見
ら
れ
る
野
生

の
萩
で
す
。
津
軽
で
は
単
に

ハ
ギ
、
あ
る
い
は
ヤ
マ
ハ
ギ

と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
正
し

く
は
エ
ゾ
ヤ
マ
ハ
ギ
と
言
い
 

ま
す
。
 

秋
の
七
草
と
し
て
昔
か
ら

人
々
に
親
し
ま
れ
、
文
学
に

も
多
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

ハ
ギ
は
生
え
芽

（キ
）
か

ら
来
た
も
の
で
、
古

い
株
か
 

ら
盛
ん
に
芽
を
出
す
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
が

つ
き
ま
し
た
。
 

古
く
は
ハ
ギ
を
「
芽
子
」
あ

る
い
は
「
芳
宜
草
」
 
「鹿
鳴

草
」
 
と
書い
て
い
た
そ
う
で

す
。
後
の
時
代
に
な
っ
て
、
 

秋
美
し
く
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
か
ら
、
草
冠
に
秋
で
「
萩
」
 

と
書
く
よ
う
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
中
国
輸
入
の
漢
字
で

は
な
く
、
日
本
生
ま
れ
の
漢

字
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

麟
覇
擦
編
驚
 

エ
ゾ
ヤ
マ
ハ
ギ

（
マメ
科
）
 

市政ダイヤル I 
市政についての

行事や予定は 

費 4321j 

「ぼくたちの道路だよ1 
ちびっ子道路オープン 

夏
の
交
通
 

切
り
遊
ん
で

安
全
運
動
の
 
も
ら
お

う
と
、
 

一
貫
と
し
て
 
市
が

一
昨
年

市
が
開
設
し
 
か

ら
行
な
っ

て
い
る
 
「ち
 

て
い
る
も
の

び
っ
子
道
路
 
で

す
。
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
 

農
業
者
年
金

の
説
明
会
を
各
地

で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
と

し
も
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

当
日
は
、
農
業
者
年
金
に

つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
 

業
者
年
金
の
説
明

会
ー
 

ぜ
ひ
お
い

で
く
だ

さ
 

》
 

」
が
、
こ
と

し
も
さ
る
七

月
二
十
六
日

か
ら
市
内
の

四
カ
所
で
オ
 

ー
プ
ン
し
、
 

夏
休
み
に
入

っ
た
子
供
た

ち
で
終
日
に

ぎ
わ
っ
て
い
 

放
し
、
思
い
 

こ
と
し
は
、
 

中
平
井
町
、
 

錦
町
、
旭
町
、
 

東
町
の
四
カ

所
で
土
、
日

曜
日
、
祝
日

に
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
 

初
日
だ
け
で

四
百
人
近
い
ち
び
っ

子
が
利
用
 

た
救
助
訓
練
を
見
物
し
ま
し
た
。
 
 

も
応
じ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

△
八
月
二
十
六
日
 
午
後
一
時

小
曲
集
会
所
 

△
八
月
二
十
七
日
 
午
後
一
時

市
農
協
三
好
支
所
 

△
八
月
三
十
日
 

午
後
一
時

市
役
所
中
川
支
所
 

△
八
月
三
十

一
日
 
午
後
一
時
 

嘉
瀬
農
協
毘
沙
門
支
所

△
九
月
一
日
 

午
後
一
時
 

市
農
協
飯
詰
支
所
 

△
九
月
二
日
 

午
後
一
時
 

市
農
協
水
野
尾
支
所

△
九
月
三
日
 

午
後
一
時
 

市
役
所
松
島
支
所
 

△
九
月
六
日
 

午
後
一
時

市
役
所
栄
支
所
 

△
九
月
七
日
 
午

後
一
時

七
和
農
協
 

△
九
月
八
日
 

午
後
一
時
 

警
察
官
募

集
 

▽
採
用
人
員
 
二
十
五
人

▽
試
験
 
第
一
次
十
月
三
日
 

（
日
）
県内
三
カ
所
、
第
二
次

十

一
月
一
日
（
月
）
県
警
察
学

校
 ▽

受
験
資
格
 
昭
和
二
十
四

年
四
月
二
日
ー
昭
和
三
十
四
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
で
、
大
学
卒
業
者
以
外
の
方

で
あ
れ
ば
学
歴
を
問
い
ま
せ
ん
。
 

▽
お
申
込
み
、
八
月
三
十
日
 

（月
）
ー
九
月
二
十
五
日
（
土
 

市
農
協
長
橋
支
所
 

△
九
月
九
日
 
午

後
一
時
 

市
農
協
梅
沢
支
所
 

△
九
月
十
三
日
 
午

後
一
時
 

産
経
会
館
四
階
会
議
室
 

「
 
の

観
察
会
ー
 

一
 

植
物
の
会
ー
 

▽
と
き
 
九
月
一
日

（水
）
 

午
前
五
時
半
か
ら
 

▽
集
合
 
元
町
八
幡
宮
 

▽
コ
ー
ス
 
八
幡
宮

ー
土
手
 

ー
川
原
ー
土
手
ー
八
幡
宮
 

▽
準
備
 
メ
モ
帳
 

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
 

し
ま
す
。

一
般
、
小
、
中
学
生
 

の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
 

▽
主
催
 
津
軽
植
物
の
会
ほ
 

か
。
 
 

）
ま
で
。
県
警
察
本
部
ま
た
は

最
寄
り
の
警
察
署

へ
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
五

所
川
原
警
察
署

へ
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

（
五
所川
原
警
察
署
）
 

1
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
J
 

F
 が
き
ま
す

ー
 

栄
養
指
導
 

最
近
食
糧
事
情
が
豊
か
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
な
ど
が
食
卓
を
に
ぎ
わ

し
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
物
価
高
の
お
り
で

も
あ
り
五
所
川
原
保
健
所
で
は

最
低
の
経
費
で
最
高
の
栄
養
が

摂
取
で
き
る
料
理
を
指
導
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
主

婦
の
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
九
月
三
日
（
金
）
午
前
十

時
半
か
ら
十
川
町
集
会
所
 

▽
同
日
午
後
一
時
か
ら
市
庁

舎
前
お
ま
つ
り
広
場
 

▽
料
金
は
無
料
で
す
。
 

錦町のちびっ子道路で 

ま
し
た
。
 

し
ま
し
た
。
 

「ち
び
っ
 

こ
の
日
、
錦
町
で
は
、

市
交

子
道
路
」
 
は
、
 
通
防
災
対
策
室
の
指
導
で
、

車

日
頃
車
に
占
 

を
完
全
に
締
め
出
し
た
百
六
十

有
さ
れ
て
い
 

五
冒
の
道
路
に

思
い
思
い
の
遊

る
身
近
な
町
 
具
を

持
ち
出
し

た
ち
び
っ
子
が

内
道
路
を
子
 
ど
っ

と
く
り
出
し
、
市
消
防
署

供
た
ち
に
開
 
の
レ

ン
ジ
ャ
ー
部
隊
が
披
露
し
 

p
!
u
n
!
J●
！
J
p！
●
●！
一
●
！
‘

●
！
●
●！
】

●
！
、●
．!

‘
●
！
a
．
、
。
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.
.
！
。
，！
、
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来
年
か
ら
は
、
 

後
継
者
に
農
地

を
貸
し
て
も
、
 

も
」ら
・
え
る
よ
・
フ

に
な
り
ま
し
た
。
 

「農
業
者
年
金

に
ま
だ
加
入
し
 

おしらせ 

ツ反、BCG接種 

お子さんの健康を守るため、ぜひ接種を受けましよう。 

レ対象は、生後6 カ月から満4歳まで。ただし、いままでに 

BCG を接種した幼児は除きます。 

レ料金は、無料です。 日程は次のとおり 

弘前大学公開講座 

）開催時間、午後6時から 9時まで、 

）開催会場、市民文化会館 	ン募集人員、約80人 

）受付け 8月26日まで 	ン申込先 市教育委員会 

レ受講料、1,500 円 	 日程、講座内容は次のとお

りです。なお、詳細は、市教育委員会社会教育課へ。 

地 区 名 ッべルクリン BC G 受付時間 靖 所 

五 小 学 区 

七和‘中川
梅沢・飯詰 

松島・毘沙門
松 島 団 地 

長 橋 ‘ 栄
三 好 

南小 学 区 

8月30日 

8 月31日 

9 月4 日 

9月7 日 

9 月11日 

9月1日 

9月2 日 

9月6日 

9月9日 

9月13日 

13 :30 
-14: 

ク 

ク 

ク 

予 

30 
中央公民館 

' 

グ 

ク 

ク 

社
 
会
 

と
 

文
 
化
 

月 	日 講 	義 	題 講 	師 

8月27日③ 経済学の最近の話題 人文学部 教授・・・工藤 良平 

31日の 風土と文学 騒鷲部教授小野正文 

9月 3日② 生活と健康 医学部 	教授…佐々木直亮 

7日の 
ion② 

読書指導にっいて考えていること 

北方の打情性 

教養部 助教授I・・椎野 正之

教育学部 教授‘一‘小山内時雄 

14H⑧ 今後の日本経済と物価問題 農学部 助教授”・高橋 秀直 

170⑨ オリンピック大会と青森国体 教育学部 教授…岩測 直作 
昆中、とくにカイガラ虫の有機化学 

200⑤ 理学部教か土井孝蔵ーシンポジ二ウム 

、
現
在
は
、後
継
者
に
経
営
移

議
す
る
場
合
、
所
有
権
を
移
転
 

（登
記
）
し
な
け
れ
ば
経
営
移

譲
年
金
が
も
ら
え
な
い
の
が
、
 

農業者年金 

昭
和
五
十
二
年

一
月

一
日
か
ら
は
、
後
継
者

に
農
地
を
貸
し
て
も
経

営
移
譲
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

尾
噴
嬢
認
難
ー

マ
 す

。
 

加
入
す
る
資
格
が
あ
り
な
が

ら
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
す
ぐ
加
入
し
ま
し
よ
う
。
 

特
に
、
次
の
方
々
は
、
今
年

中
に
加
入
手
続
き
を
し
な
い
と

年
金
受
給
権
に
結
び

つ
か
な
く

な
っ
た
り
、
加
入
で
き
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
農
協
で

早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

△
当
然
加
入
（
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
）
 

大
正
八
年
一
月
ニ
日
か
ら
大

正
九
年
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で

自
分
名
義
の
農
地
五
十
ア
ー
ル
 

（五
反
十
三
歩
）
以
上
の
農
業

経
営
主
。
 

△
任
意
加
入
（
加
入
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
人
）
 

昭
和
十
一
年
一
月
ニ
日
か
ら

昭
和
十
ニ
年
一
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
、
 

①
自
分
名
義
の
農
地
三
十
ア
 

ー
ル
（
三
反
八
歩
）
以
上
五
＋

ア
ー
ル
未
満
で
年
間
農
業
労
働

時
間
が
七
百
時
間
以
上
の
園
芸

施
設
経
営
主
。
 

回
震

業
生
産
法
人
の
営
む
農

業
に
常
時
従
事
し
て
い
る
構
成

員
。
 

③
五
＋
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し

て
い
る
農
業
経
営
主
の
後
継
者
 

（引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
従

事
者
）
 

※
後
継
者
名
義
の
農
地
が
な

く
て
も
加
入
で
き
ま
す
。
 

▽
所
在
地
 
広
田
団
地
内

▽
募
集
戸
数
 
四
十
四
戸
 

（
一
年
積
立
て
七
戸
で
五
一
一

年
度
引
渡
し
、
二
年
積
立
て
一
一

〇
戸
で
五
三
年
度
引
渡
し
、
三

年
積
立
て
＋
七
戸
で
五
四
年
度

引
渡
し
）
 

▽
分
譲
住
宅
の
概
要
 

土
地
一
戸
平
均
二
百
九
十
平

方
H

（
八七
坪
）
。
建
物
一
戸

平
均
六
十
八
平
方
肩
ー
七
十
一
一

平
方
肩
（

一
八
坪
ー
二
二
坪
）
 

▽
受
付
期
間
 
八
月
十
七
日
 

ー
二
十
四
日
 

▽
受
付
場
所
 
市
窓
口
サ

ー
 

農
業
後
継
者
は
、
任
意
加
入

で
す
か
ら
、
ま
だ
若
い
か
ら
、
 

い
つ
で
も
加
入
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
と
、
時
が
経
つ
に
つ

れ
て
加
入
す
る
こ
と
が
、
で
き

な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
 

ま
た
、
年
金
は
、
若
い
う
ち

に
入
る
ほ
ど
有
利
で
す
か
ら
、
 

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
 

早
く
加
入
し
ま
し
よ
う
。
 

最
近
、
農
業
経
営
主
に
な
っ

た
方
も
、
す
ぐ
加
入
し
ま
し
よ
 

・

フ
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
協
か

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
農
業
委
員
会
、
市
本
庁
四

階
、
電
話
五
局
二
一
一

一
番
、
 

内
線
三
一
三
番
。
 

ビ
ス
課
 

一
 

」
洋し
く
ま
、
 

一
 
市
窓
口
サ
ー
ビ
 

ス
課
か
県
住
宅
 

供
給
公
社

へ
。
 

全
戸

に
郵
便
受

箱
を
 

雨
の
降
っ
た
日
、
水
た
ま
り

の
中
で
ぬ
れ
て
い
た
郵
便
 

吹
雪
の
日
、

コ
チ
ン
、
コ
チ

ン
に
な
っ
て
い
た
郵
便
 

待
っ
て
も
待
っ
て
も
こ
な
か

っ
た
郵
便
が
大
掃
除
で
下
駄
箱

を
動
か
し
た
ら
、
そ
の
裏
に
落

ち
て
い
た
。
皆
さ
ん
の
お
宅
で

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

郵
便
受
箱
を

つ
け
る
と
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
ま
 

鳳
競
飴
割
 

グ
ル
ー
プ
で
、
家
族
で
、
初

秋
の
八
甲
田
を
歩
こ
う
。
 

▽
と
き
 
九
月
十
二
日
（
日
）
 

（集
合
は
、
午
前
七
時
十
五
分

ま
で
市
民
文
化
会
館
前
）
 

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
ー
ロ
 

ー
プ
ウ
エ
イ
ー
田
茂
ヤ
チ
岳
ー
 

赤
倉
岳
ー
井
戸
岳
ー
八
甲
田
大

岳
ー
酸
ケ
湯
ー
五
所
川
原
 

▽
参
加
費
 
ひ
と
り
十
七
百

円
（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 

▽
お
申
込
み
 

市
内
水
野
尾
、
小
田
桐
美
喜

雄
（
五
所
川
原
山
の
会
事
務
局

電
話
⑤
1
6
2
7
番
）
 

市
内
松
野
木
、
長
尾
信
寛
（
 

電
話
、
長
橋
3
0
9
2

番
）
へ

▽
主
催
 
五
所
川
原
山
の
会
 

（小
田
桐
美
喜
雄
会
長
）
 

す
。
お
宅
で
は
、
郵
便
受
箱
を

つ
け
て
い
ま
す
か
。
 

近
く
町
内
会
を
通
じ
て
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

1
五
高
音
楽
部
の
ー
 

F
定
期
演
奏
会
 

五
高
音
楽
部
の
第
二
回
定
期

演
奏
会
は
、
八
月
ニ
十
八
日
（
 

土
）
午
後
六
時
半
か
ら
市
民
文

化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
 

入
場
は
無
料
で
す
。
 

て
い
な
い
方
は
早
く
加
入
手
続

き
を
」
 

農
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営

主
と
農
業
後
継
者
の
た
め
の
年

金
で
す
り
 
（
一
家で
農
業
経
営

主
と
農
業
後
継
者
と
二
人
が
加

入
で
き
ま
す
。
）
 

加
入
手
続
き
の
遅
れ
か
ら
、
 

加
入
で
き
な
い
人
が
出
て
い
ま
 

り
h
uり
り
り
り
り
り

り
り
り
り
り
】
U
り
ロ
ロ
り
ロ
り
り
M
Uり
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
】U
り
り
り
り
U
り
り
り
り
n
り
り
り
り
り
ロ
り
】
H
苗
H
vり
 

）
 
分
譲
住
宅

の
 

「
 

積
立
者
を
募
集
 

広
報
紙
の
早

期
配

布
に
ご

協
力
願
い
ま
す
。
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